
4

The First Step for Teaching Japanese
Teaching at the Beginner’s Level
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日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
阿
あ
部
べ
洋
よう
子
こ

初
しょ
級
きゅう
の教

おし
え方

かた

海
かい
外
がい
で活

かつ
躍
やく
している日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のみなさんから、よく「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
を知

し
りたい」「すぐに使

つか
える授

じゅ
業
ぎょう
活
かつ
動
どう
を提

てい
供
きょう

してもらいたい」という要
よう
望
ぼう
をいただきます。

「日
に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
イロハ」のコーナーでは、日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターの専

せん
任
にん
講
こう
師
し
が、日

に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
を学

まな
んだことのない

方
かた
に、「コースデザイン」や「読

どっ
解
かい
」「会

かい
話
わ
」「聴

ちょう
解
かい
」「評

ひょう
価
か
」などの基

き
本
ほん
的
てき
な教

きょう
授
じゅ
理
り
論
ろん
、教

きょう
授
じゅ
知
ち
識
しき
をわかりやすく解

かい
説
せつ

します。既
すで
に日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えている方

かた
も日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
に関

かん
する基

き
礎
そ
固
がた
め、知

ち
識
しき
の再

さい
点
てん
検
けん
にお役

やく
立
だ
てください。

何
なに
をしているかを示

しめ
しました。

教
きょう
室
しつ
では、1教

きょう
師
し
が新
あたら
しい語

ご
彙
い
や文

ぶん
型
けい
を導

どう
入
にゅう
し、

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
がそれを理

り
解
かい
します。そして、2学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が覚

おぼ
える

ための練
れん
習
しゅう
をします。覚

おぼ
えることができたら、3実

じっ
際
さい
の

場
ば
面
めん
で使

つか
えるようになるための練

れん
習
しゅう
をします。この三

みっ
つの

段
だん
階
かい
を導

どう
入
にゅう
・基

き
本
ほん
練
れん
習
しゅう
・応

おう
用
よう
練
れん
習
しゅう
と呼

よ
ぶことにします。

それぞれの段
だん
階
かい
について、教

きょう
師
し
と学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の役

やく
割
わり
を確

かく
認
にん

しながら、少
すこ
しくわしく見

み
ていきましょう。

導
どう
入
にゅう
で行
おこな
う活

かつ
動
どう

初
しょ
級
きゅう
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は、コミュニケーションに使

つか
えることば

（言
げん
語
ご
の知

ち
識
しき
）が少

すく
ないので、さまざまな場

ば
面
めん
でコミュニ

ケーションができるようになるために、多
おお
くの語

ご
彙
い
や文

ぶん
型
けい

の意
い
味
み
と使

つか
い方

かた
を知

し
る必

ひつ
要
よう
があります。新

あたら
しく学

がく
習
しゅう
しな

ければならない項
こう
目
もく
が多

おお
いからといって、母

ぼ
語
ご
や媒

ばい
介
かい
語
ご
を

使
つか
って説

せつ
明
めい
する方

ほう
法
ほう
だけでなく、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に意

い
味
み
を推

すい
測
そく
させ

気
き
づかせる方

ほう
法
ほう
を取

と
り入

い
れるようにしましょう。自

じ
分
ぶん
で

気
き
づいたことは記

き
憶
おく
に残

のこ
りやすいですし、理

り
解
かい
するために

あれこれと考
かんが
えることが学

がく
習
しゅう
の方

ほう
法
ほう
を自

じ
分
ぶん
で作

つく
っていく

はじめに　
みなさんの学

がく
習
しゅう
者
しゃ
はどのような目

もく
的
てき
で日

に
本
ほん
語
ご
を学

がく
習
しゅう

していますか。目
もく
的
てき
によって、「何

なに
を」教

おし
えるかを考

かんが
え

る必
ひつ
要
よう
があります。みなさんは目

もく
的
てき
に合

あ
わせて「何

なに
を」

教
おし
えるかを考

かんが
えていますか。また、実

じっ
際
さい
に教

おし
えるときに

は、「どのように」教
おし
えるかも考

かんが
える必

ひつ
要
よう
があります。

「どのように」教
おし
えるかは、学

がく
習
しゅう
の目

もく
的
てき
によっても変

か
わり

ますし、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の年

ねん
齢
れい
や学

がく
習
しゅう
スタイルなどによっても

変
か
わるでしょう。
本
ほん
稿
こう
は、日

に
本
ほん
語
ご
でコミュニケーションができるよう

になることを目
もく
的
てき
にした初

しょ
級
きゅう
のコースを想

そう
定
てい
していま

す。そして、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
がどのように外

がい
国
こく
語
ご
を学

まな
んでいく

かという言
げん
語
ご
学
がく
習
しゅう
のプロセスをふまえた教

おし
え方

かた
の工

く
夫
ふう

を紹
しょう
介
かい
していきます。

コミュニケーションに必
ひつ
要
よう
な条
じょう
件
けん
や能

のう
力
りょく
については、

前
ぜん
回
かい
のこのコーナー「会

かい
話
わ
」で紹

しょう
介
かい
されたことをもとに

していますから、参
さん
照
しょう
してください。

言
げん
語
ご
学
がく
習
しゅう
のプロセスと授

じゅ
業
ぎょう
の流

なが
れ

人
ひと
がある言

げん
語
ご
形
けい
式
しき
（文

ぶん
型
けい
など）を学

がく
習
しゅう
し、実

じっ
際
さい
に

使
つか
えるようになる（習

しゅう
得
とく
する）ためには、簡

かん
単
たん
に示

しめ
すと

次
つぎ
のようなことを順

じゅん
番
ばん
にしていると考

かんが
えられます。

この言
げん
語
ご
学
がく
習
しゅう
のプロセスをふまえて、授

じゅ
業
ぎょう
の流

なが
れを

考
かんが
えると、図1のようになります。上

うえ
の段

だん
に学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が

1新
あたら
しい言

こと
葉
ば
に気

き
づき、どのような意

い
味
み
を表
あらわ
すのかが

わかる。

2その言
こと
葉
ば
の意

い
味
み
、文
ぶん
法
ぽう
規
き
則
そく
、使
つか
い方

かた
などを覚

おぼ
える。

3覚
おぼ
えたことを使

つか
って実

じっ
際
さい
の場

ば
面
めん
で目

もく
的
てき
を達

たっ
成
せい
する。

教
きょう
師
し
の役

やく
割
わり
： 学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に新
あたら
しい学

がく
習
しゅう
項
こう
目
もく
を提

てい
示
じ
する。

形
かたち
（言

げん
語
ご
形
けい
式
しき
）と意

い
味
み
を理

り
解
かい
させる。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の役

やく
割
わり
：新

あたら
しい学

がく
習
しゅう
項
こう
目
もく
に気

き
づく。

形
かたち
と意

い
味
み
がわかる。

図
ず
1 言

げん
語
ご
学
がく
習
しゅう
のプロセスをふまえた授

じゅ
業
ぎょう
の流

なが
れ

気
き
づく 覚

おぼ
える 使

つか
える

わかる

導
どう
入
にゅう

基
き
本
ほん
練
れん
習
しゅう

応
おう
用
よう
練
れん
習
しゅう
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ことにつながるからです。
では新

あたら
しい文

ぶん
型
けい
を導

どう
入
にゅう
する方

ほう
法
ほう
を比

くら
べながら、

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に意

い
味
み
を推

すい
測
そく
させ気

き
づかせる導

どう
入
にゅう
がどのような

ものかを確
かく
認
にん
してみましょう。

aはどんな文
ぶん
型
けい
の導

どう
入
にゅう
にも使

つか
えますが、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に

意
い
味
み
を推

すい
測
そく
させ気

き
づかせることはできません。bの会

かい
話
わ
文
ぶん

を提
てい
示
じ
する方

ほう
法
ほう
は、新

あたら
しい文

ぶん
型
けい
が何

なん
であるかを気

き
づかせる

ことができます。cや dは、文
ぶん
型
けい
によって使

つか
える場

ば
合
あい
と

そうでない場
ば
合
あい
がありますが、文

ぶん
の意

い
味
み
を視

し
覚
かく
的
てき
な

イメージから推
すい
測
そく
させることができます。導

どう
入
にゅう
時
じ
に

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に意

い
味
み
を推

すい
測
そく
させようと思

おも
ったら、学

がく
習
しゅう
者
しゃ

が気
き
づくまで待

ま
つことも大

たい
切
せつ
です。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が考
かんが
える

時
じ
間
かん
を作

つく
るようにしてください。そして、理

り
解
かい
できたか

どうかを確
たし
かめることも教

きょう
師
し
の重
じゅう
要
よう
な役

やく
割
わり
です。

基
き
本
ほん
練
れん
習
しゅう
で行
おこな
う活

かつ
動
どう

初
しょ
級
きゅう
の早

はや
い段

だん
階
かい
では、新

あたら
しい学

がく
習
しゅう
項
こう
目
もく
が理

り
解
かい
できても、

発
はつ
音
おん
にも慣

な
れていませんし、文

も
字
じ
を読

よ
んだり書

か
いたり

するのにも時
じ
間
かん
がかかることが多

おお
いです。そのために

何
なん
度
ど
も繰

く
り返

かえ
し言

い
ったり書

か
いたりする練

れん
習
しゅう
が必

ひつ
要
よう

になります。その方
ほう
法
ほう
の一

ひと
つとして、教

きょう
師
し
の指

し
示
じ
に

従
したが
って単

たん
語
ご
や文

ぶん
を次

つぎつ々ぎ
と声

こえ
に出

だ
して言

い
う「パターンプラク

ティス」という練
れん
習
しゅう
方
ほう
法
ほう
があります。単

たん
語
ご
や文

ぶん
をその

まま繰
く
り返

かえ
す反

はん
復
ぷく
練
れん
習
しゅう
や、文

ぶん
の一

いち
部
ぶ
を他

ほか
の単

たん
語
ご
に替

か
える

代
だい
入
にゅう
練
れん
習
しゅう
、質

しつ
問
もん
に応

こた
える応

おう
答
とう
練
れん
習
しゅう
などがあります。

パターンプラクティスは、正
ただ
しい形

かたち
を覚

おぼ
えるための

機
き
械
かい
的
てき
な練

れん
習
しゅう
で、文

ぶん
の意

い
味
み
を考
かんが
えなくてもできます。

日
に
本
ほん
語
ご
でコミュニケーションができるようになるために

は、パターンプラクティスだけでは不
ふ
十
じゅう
分
ぶん
です。自

じ
分
ぶん

が伝
つた
えたいことを表

ひょう
現
げん
してみる練

れん
習
しゅう
が必

ひつ
要
よう
です。基

き
本
ほん

練
れん
習
しゅう
の段

だん
階
かい
でも、ある程

てい
度
ど
すらすら言

い
えるようになった

ら、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に伝

つた
えたいことを考

かんが
えさせる練

れん
習
しゅう
を取

と
り

入
い
れるようにしましょう。次

つぎ
の例

れい
は「Vたらどうですか」

の練
れん
習
しゅう
ですが、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は自

じ
分
ぶん
で考
かんが
えた助

じょ
言
げん
を言

い
ってい

ます。

この練
れん
習
しゅう
では、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が「選

せん
択
たく
権
けん
」（第

だい
3回
かい
「会

かい
話
わ
」

参
さん
照
しょう
）を使

つか
っています。このように基

き
本
ほん
練
れん
習
しゅう
の段

だん
階
かい
でも

日
にち
常
じょう
的
てき
な場

ば
面
めん
を使

つか
って、コミュニケーションに必

ひつ
要
よう
な

条
じょう
件
けん
を取

と
り入

い
れた練

れん
習
しゅう
をすることができます。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が意

い
味
み
を考
かんが
えてする練

れん
習
しゅう
は、「みんなの教

きょう
材
ざい

サイト」や「授
じゅ
業
ぎょう
のヒント」、市

し
販
はん
の教
きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
集
しゅう
などから

探
さが
すことができます。みなさんの学

がく
習
しゅう
者
しゃ
に合

あ
わせて

探
さが
してみるとよいでしょう。

応
おう
用
よう
練
れん
習
しゅう
で行
おこな
う活

かつ
動
どう

応
おう
用
よう
練
れん
習
しゅう
の段

だん
階
かい
では、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
にとって身

み
近
ぢか
で、将

しょう
来
らい

出
で
会
あ
う可

か
能
のう
性
せい
のある実

じっ
際
さい
のコミュニケーション場

ば
面
めん
を

想
そう
定
てい
して、具

ぐ
体
たい
的
てき
な状
じょう
況
きょう
や場

ば
面
めん
で習

なら
った語

ご
彙
い
や文

ぶん
型
けい
を

使
つか
う練

れん
習
しゅう
を行
おこな
います。

会
かい
話
わ
の場

ば
合
あい
、場

ば
面
めん
や状
じょう
況
きょう
によって話

はな
す内

ない
容
よう
や表
ひょう
現
げん
を

決
き
めたり、適

てき
当
とう
な表
ひょう
現
げん
を使

つか
って会

かい
話
わ
を始

はじ
めたり終

お
わらせ

たり、相
あい
手
て
の反

はん
応
のう
によって話

はな
すことを変

か
えたりする

練
れん
習
しゅう
が必

ひつ
要
よう
です。第

だい
3回
かい
の「会

かい
話
わ
」のコーナーで紹

しょう
介
かい

された具
ぐ
体
たい
的
てき
な指

し
導
どう
法
ほう
が参

さん
考
こう
になります。

応
おう
用
よう
練
れん
習
しゅう
に読

どっ
解
かい
を取

と
り入

い
れることもあるでしょう。

その場
ば
合
あい
は、第

だい
2回
かい
「読

どっ
解
かい
」のコーナーで紹

しょう
介
かい
されたこと

を参
さん
考
こう
にしてください。

おわりに　
最
さい
後
ご
に、もう一

ひと
つ重
じゅう
要
よう
な教
きょう
師
し
の役

やく
割
わり
を紹
しょう
介
かい
します。

みなさんは、練
れん
習
しゅう
の段

だん
階
かい
で学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が適

てき
切
せつ
に言

い
えたら

「いいですね」と言
い
ったり、まちがえたときには直

なお
させ

たりしていることと思
おも
います。それをフィードバックと

言
い
います。初

しょ
級
きゅう
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
は自

じ
分
ぶん
のアウトプット（＝

言
い
ったり書

か
いたりしたこと）に自

じ
信
しん
がありませんから、

教
きょう
師
し
の適

てき
切
せつ
なフィードバックがとても重

じゅう
要
よう
です。学

がく
習
しゅう

者
しゃ
に何

なに
ができて何

なに
ができていないかを知

し
らせるものだか

らです。学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の反

はん
応
のう
をよく見

み
て、適

てき
切
せつ
なフィード

バックも忘
わす
れないでください。

日
に
本
ほん
語
ご
の教
おし
え方
かた
イロハ

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
（2007）『国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
シリーズ9

初
しょ
級
きゅう
を教

おし
える』ひつじ書

しょ
房
ぼう

小
こ
柳
やなぎ
かおる（2004）『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のための新

あたら
しい言

げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
概
がい
論
ろん
』

スリーエーネットワーク
三
み
牧
まき
陽
よう
子
こ
（1996）『日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
トレーニングマニュアル5日

に
本
ほん
語
ご

教
きょう
授
じゅ
法
ほう
を理

り
解
かい
する本

ほん
実
じっ
践
せん
編
へん
』バベル・プレス

a. 黒
こく
板
ばん
に文

ぶん
型
けい
を書

か
いて、意

い
味
み
や使

つか
い方

かた
を母

ぼ
語
ご
で説

せつ
明
めい
する。

b. 文
ぶん
型
けい
が使

つか
われている会

かい
話
わ
文
ぶん
を提

てい
示
じ
して、説

せつ
明
めい
する。

c. 絵
え
や写

しゃ
真
しん
、ビデオなど場

ば
面
めん
や状
じょう
況
きょう
と合

あ
わせて提

てい
示
じ
する。

d. 動
どう
作
さ
や実

じつ
物
ぶつ
などを使

つか
って提

てい
示
じ
する。

教
きょう
師
し
の役

やく
割
わり
： 学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が新
あたら
しい学

がく
習
しゅう
項
こう
目
もく
を覚

おぼ
えるよう

に練
れん
習
しゅう
させる。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の役

やく
割
わり
：新

あたら
しい学

がく
習
しゅう
項
こう
目
もく
を覚

おぼ
える。

すらすら言
い
える・書

か
けるようになる。

教
きょう
師
し
の役

やく
割
わり
： 教

きょう
室
しつ
にコミュニケーションの場

ば
を設

せっ
定
てい

する。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の役

やく
割
わり
：日

に
本
ほん
語
ご
でコミュニケーションをする。

＜練
れん
習
しゅう
例
れい
＞

教
きょう
師
し
：頭

あたま
が痛

いた
いです。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
A：薬

くすり
を飲

の
んだらどうですか。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
B：少

すこ
し休

やす
んだらどうですか。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
C：うちに帰

かえ
ったらどうですか。


